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「全国スマートフォンユーザー1000人定期調査」第2回・分析結果報告

スマートフォンでさらに楽しくなるテレビ視聴。
テレビを見ながらスマートフォンで検索は、一般的な行動に。

・スマートフォン保有者は、前回(2012年2月)から5.2ptアップの33.4％（2012年5月）
・テレビを見ながらスマートフォンを利用する人は75.9％
・テレビ番組で紹介されている商品をスマートフォンで検索する人は68.1％
・「テレビを見ながらスマホは、テレビをより楽しくする」若い年代ほど多く、20代で39.0%

株式会社博報堂ＤＹホールディングスのグループ横断型組織「博報堂ＤＹグループ・スマートデバイス・ビジネス

 

センター（*1）」は、

 

日本のスマートフォンの普及状況を浮き彫りにするため、

 

10～60代男女を対象にした「全国ス

 

マートフォンユーザー1000人定期調査」（*2）を実施しております。この度、2012年5月に行った第2回調査の結果

 

をまとめましたので、ご報告致します。
調査結果ですが、前回(第1回調査、2012年2月実施)結果と比較すると、スマートフォンの保有率が3割弱から3

 

割強に達し、さらに普及が進んでいることが分かります。性年齢ごとの保有状況を見ると、男性は30～40代、女性

 

は20～30代が保有者のメインボリュームとなっており、女性ユーザーの拡大傾向が続いています。また、地域ごと

 

の保有状況は、前回調査時と同様、全国に幅広く普及しています。
スマートフォンの普及が進む中、テレビを見ながらスマートフォンを触ると答えた人はスマートフォンユーザーの7割

 

以上にのぼりました。その内、テレビ番組で紹介された商品やサービスをスマートフォンで検索する人は約7割、紹

 

介されたお店や場所にスマートフォンで検索して実際に行く人は約4割、紹介された商品やサービスをスマートフォ

 

ンで購入したり、ＳＮＳで友人・知人にシェアする人はそれぞれ約2割となっています。また、スマートフォンを使うこと

 

によってテレビの視聴がより楽しくなると答えた人は、全体の約3割に上ることが分かりました。
これらの結果から、スマートフォンによってテレビの視聴がこれまで以上に楽しくなる可能性が明らかになりました。

 

スマートフォンユーザーは、テレビで紹介された商品やサービス・お店などの情報を、スマートフォンでその場で検索

 

し、実際に購入・来店・友人へシェアといった行動をしていることから、スマートフォンは、マスであるテレビと商品、お

 

店、ソーシャルをつなぐ「行動ハブ」として機能していることが分かります。
博報堂ＤＹグループは、今後もスマートフォンの普及状況と、マーケティング・コミュニケーションにおける「行動ハ

 

ブ」としての可能性に注目し、大サンプルかつ高頻度のスマートフォンユーザー調査を続けてまいります。

2012年

 

9月10日

博報堂ＤＹグループ
スマートデバイス・ビジネスセンター

報道関係各位

本件に関するお問合せ：博報堂ＤＹホールディングス

 

グループ広報ＩＲ室

 

藤井・加藤・西原（ＴＥＬ：03-6441-9062）

番組で紹介された
商品やサービスを
SNSにシェアする

21％

番組で紹介された
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スマートフォンを
触ったことがある

76％

？

★ 本リリースは、東商記者クラブ、総務省記者クラブ、情報通信記者会にも配布しております。
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＜調査結果の詳細＞



 

スマートフォンの保有率は、前回から5.2pt増加し、33.4％に拡大。



 

女性比率が53.5％に増加。



 

居住地に大きな変化はなく、スマートフォンは全国的に普及している。

居住構成比

年齢構成比

*住民基本台帳2011年3月都道府県別住民構成比より

スマートフォン保有率
【2012年2月】 【2012年5月】

スマートフォン
保有なし

不明
1.7%

スマートフォン
保有なし

スマートフォン
保有あり

(N=8,073) (N=10,500)

男性

 

女性

49.5% 50.5%

46.5% 53.5%

(N=1,000)

2012年5月

 

(N=1,000)

2012年2月

 

(N=1,000)

(%)

1.5

2.5

2.5

2.5

2.1

0.6

0.5

1.9

65.0%

33.4%

1.8

(N=1,000)

①

 

普及が進むスマートフォン



Q.

 

あなたは、

 

どのようなテレビ番組をご覧になりながら、スマートフォンを使っていますか？
（※スマートフォンを触りながらテレビを見る該当者ベース）
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＜調査結果の詳細＞



 

スマートフォンユーザーのうち、テレビを見ながらスマートフォンを触る人は全体の7割。



 

スマートフォンを利用しながら最も見ている番組は「ニュース」次いで「バラエティ」「ワイドショー・情報番組」。

Q.

 

あなたは、スマートフォンを触りながらテレビを見たことがありますか？

【2012年2月】 【2012年5月】

(N=1,000) (N=1,000)

74.5

66.1

60.9

55.7

54.2 

53.0 

43.7

39.9

39.7  

36.5

23.5

(N=759)

②

 

テレビを見ながらのスマートフォンの利用実態



＜調査結果の詳細＞

Q.

 

あなたは、

 

テレビ番組で見聞きしたことについて、スマートフォンで以下のようなことをされていますか？
（※スマートフォンを触りながらテレビを見る該当者ベース）



 

テレビを見ながらスマートフォンを触る人の7割が、番組で見聞きした商品・サービスをスマートフォンで検

 

索している。

(N=759)

Q.

 

あなたは、

 

テレビＣＭで見聞きしたことについて、スマートフォンで以下のようなことをされていますか？
（※スマートフォンを触りながらテレビを見る該当者ベース）



 

テレビを見ながらスマートフォンを触る人の6割が、ＣＭで見聞きした商品・サービスをスマートフォンで検索

 

している。
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68.1

59.7 

41.3

40.9

25.1

62.1

56.3

39.0

36.8

22.6

(N=759)

②

 

テレビを見ながらのスマートフォンの利用実態

21.0

20.7



＜調査結果の詳細＞



 

スマートフォンを利用することでテレビをより楽しめる人は、全体の3割。若い人ほど高い。

Q.

 

あなたは、テレビをご覧になりながら、スマートフォンを使うことで、テレビをより楽しめると思いますか？

全体

10代 (N=28)

20代 (N=213)

30代 (N=384)

40代 (N=244)

50代 (N=100)

60代 (N=30)

30.5 

25.7 

23.8

18.5

(N=1,000)
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②

 

テレビを見ながらのスマートフォンの利用実態
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参考情報

*2

 

調査の概要

調査時期

 

：

 

2012年5月25-29日
調査地域

 

：

 

全国
調査対象

 

：

 

高校生～69歳男女のスマートフォンユーザー1,000名
調査方法

 

：

 

インターネットアンケート調査

*1

 

博報堂ＤＹグループ・スマートデバイス・ビジネスセンター

当組織は、スマートフォンやタブレットPCを活用した、新しい広告手法や

 

サービスの開発といったマーケティングソリューションを提案する、博報堂Ｄ

 

Ｙグループ横断の組織です。
中核事業会社４社（株式会社博報堂、株式会社大広、株式会社読売

 

広告社、株式会社博報堂ＤＹメディアパートナーズ）だけでなく、デジタル・

 

アドバタイジング・コンソーシアム株式会社を始めとしたグループ各社それ

 

ぞれが、クライアントへのソリューション提供の取り組みやスマートデバイス

 

領域の新サービスの開発を行っております。
当組織ではこれらの動きや情報を集約し、グループ内のリソースのみな

 

らず、メディア・テクノロジー提供企業・制作会社など外部とのネットワークも

 

活用し、新たな広告手法や効果的なマーケティング手法の開発を推進し

 

ています。


	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6

